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クラス別 H1 H2 T1 T2 Ma
ア 4779 5171 51．53
15675
5176
実　測　値 σ 1750 1428 1825 1660
Cv 037 029 ‘　028P 032 0．32
叉 39．27 43．66 6840 81．29 56．76
全体観評点 6 15．05 19．44 13．16 1390 23．28
c・ P 0．38 0．45 0．19 017 041
叉 5027 55．00 4680 51．82 51．10
…ま能力試験 6 17・33 8．64 8．68 695 851






6 4．74 4．63 5．21 492 4．94
Cv 0．10 011 0」2 0．11 0．11
表2：技術力試験の実測値点とカリフォルニア人
　　格検査における順位相関関係（S56）
H1 H2 T1 T2 Ma
1郡 一〇．11 一〇〇5 一〇，16 010 一〇．06
2群 一〇〇7 002 一〇．17 013 一〇11
3群 一〇13 一〇〇7 一〇23 0．26 一〇〇8
4群 0．17 OJ　1 一〇12 008 008










H1 H2 T1 T2 Ma
1群 一〇、09 一〇．22 一〇．39 一〇．17 一〇．16
2群 一〇，03 一〇、03 一〇．05 0．36 一〇23
3群 一〇．21 一〇．10 一〇．28 004 一〇」9
4群 一〇．07 043 一〇．30 0．22 023

























H1 H2 T1 T2 Ma
1群 一〇32 一〇．15 一〇．16 一〇．11 一〇．18
2欝 一〇．27 α17 0．07 003 0．00
3群 一〇．30 一〇11 0．34 001 一〇．02
4群 008 003 004 001 一〇．01


































































































































H1 歯清・臨問 一α06 一〇．05 032 0．10
T1
実習　（全｝
L床・歯冠
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　学力評価点と技術力，技能力試験，CPI間にお
けるρは，H、で一〇．02～0．48の間にあり，T、でO．
15～0．52の間にあった（表7）．抽出科目の学力評
価点と技術力，技能力試験，CPI間におけるρは，
H、の英語で0．04～0．42の間にあり，歯牙解剖学で
0．12～0．64，口腔衛生学・歯口清掃講義で一〇．12
～0．30の間にあった．T1は英語で0．10～0．50，歯
牙解剖で0．05～0．47，有床義歯・歯冠修復技工学
で0．20～0．47の間にあった（表8）．
　実習評価点と技術力，技能力試験，CPI間にお
けるbは，H1が一〇．06～0．32の間にあり，T，は0．
27～0．56の間にあった．歯科技工士科の抽出科目
の有床義歯・歯冠修復技工学実習はO．32～0．63の
間にあった（表9）．
4．考 察
　昭和56年度生における技術力，技能力，人格検
査の成績および結果を観察すると，実測値点，技
能力，CPIではクラス別においての変化はほと
んど認められず，全体観評点において歯科衛生士
科1年，2年，歯科技工士科1年，2年の順に高
得点化の傾向が顕著に認められた．これは石膏彫
刻の全体的に仕上げまとめる能力が，教育によっ
て向上することを示していると思考する．石膏彫
刻の寸法的正確さ，技能力，CPIにおいては今
日までにほぼ完成された状態にあり，青年期の2
年間の専門教育による影響は余りないように思わ
れる．
　技術，技能力と人格検査問の関係をみると，技
術力試験の実測値点，全体観評点と人格検査問に
おいて，歯科技工士科の1年生に負の，2年生に
正の逆相関の傾向が認められたが，全体としては
相関性は認められなかった．前年度の観察では歯
科技工士科，歯科衛生士科共に，1年生に正の，
2年生に負の逆相関の傾向が認められたが，全体
としては相関性が認められなかったことも考え合
せると，技術力，技能力と人格間には関連性が無
く，それぞれに人として独立した要素であると考
える．
　昭和55年度歯科衛生士科，歯科技工士科1年生
における学力と技術力，技能力，人格との関係を
みると，両科共に技能力にかなりの，人格に低い
相関が認められた．また，抽出科目の学力評価点
と技能力間の全項目に，CPI間の半分の項目に，
かなりの或いは低い相関が認められた．この事柄
は，今回の試みに関しては技能力と学力とは関連
性があり，技能力の優れた者は知識の吸収力，学
習能力に優れ，未知の教育に対してもより優れた
結果を残す可能性が強いのではないかと考えられ
る．また人格の要素である意志力，自己認識力，
知識力，積極性等に優れた老は，技能力ほどでは
ないが学習に対して好影響を与えるのではないか
と考える．
　実習評価点と技術力，技能力，人格間における
関係をみると，歯科衛生士科の技能力に低い相関
が，歯科技工士科の技術力試験の実測値，全体観
評点にかなりの相関が，技能力，人格間に低い相
関が認められた．歯科技工士科の抽出科目の実習
評価点も同様の結果を示した．この事柄について
考えると，技能力の優れた者は専門教育実習にお
いて良い成績を残す可能性が強いのではないかと
考えられる．しかし，技能力の実習に与える影響
は学力に対する影響ほど強くなく，他の要素が強
いのではないかと考えられる．そして歯科技工士
科における実習は石膏彫刻の寸法的正確さ，全体
的に仕上げまとめる能力との関連性が強く，この
能力に優れたものがより良い成績を残す可能性が
高いのではないかと考えられる．また人格的な意
志力，忍耐力，積極性，成就欲求等が影響を与え
るのではないかと考える．
　今回の試みの中で，学力，実習評価点と技術力，
技能力，人格間に関連性が認められた．しかし，
技能力（マッカリーテスト改良法），人格（カリフォ
ルニア人格検査）については細項目にわたって区
分せず，総合的に取り扱かっているので今後の課
題として，これらの細項目について検討し，その
構成要素についての比較をしていく必要があると
考えられる．今後は異なる実技試験を行ない，今
までに行なった試験，検査との関係を比較検討し
ていく必要性があるように思われるので，今後の
課題としたい．
5．総 括
　昭和56年度松本歯科大学衛生学院在学生におけ
る技術力，技能力と人格検査の比較，検討を行っ
た、そして昭和55年度生の歯科衛生士科，歯科技
工士科1年生の学力，実習評価点と技術力，技能
力，人格検査間との関係について比較，検討を行っ
た事により，次のような結果が得られた．
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　技術力，技能力と人格検査の比較において
　①　技術力試験の実測値点，技能力試験，カリ
フォルニア人格検査において，点数と点数分布範
囲に余り変化は認められなかった．
　②技術力試験の全体観評点において，歯科衛
生士科1年，2年，歯科技工士科1年，2年の順
に高得点化の傾向が認められた．点数分布範囲は
歯科衛生士科が歯科技工士科の約2倍ほどの大き
さであることが認められた．
　③　技術力試験の実測値点，全体観評点とCP
I間において，歯科技工士科の1年生に負の2年
生に正の逆相関の傾向が認められたが，全体とし
ては相関が認められなかった．
　④　技能力試験とCPI間において，相関は認
められなかった．
　学力，実習評価点と技術力，技能力，人格検査
との比較において
　⑤　歯科衛生士科は学力，実習評価点が他より
も高得点を示し，点数分布範囲は技術力試験の実
測値，全体観評点が他よりも大きい事が認められ
た．歯科技工士科は学力，実習評価点，技術力試
験の全体観評点が他よりも高得点を示し，点数分
布範囲は技術力試験の実測値，全体観評点が他よ
りも大きいことが認められた．
　⑥　学力評価点と技術力，技能力試験，人格検
査問において，歯科衛生士科，歯科技工士科共に
技能力に0．48，0．54のかなりの相関が，CPIに
0．27，0．34の低い相関が，歯科技工士科の技術力
試験の実測値に0．39の低い相関が認められた．
　⑦　抽出科目の学力評価点と技術力，技能力，
CPI間において，歯科衛生士科は英語と技能力
間に0．42のかなりの相関が，歯牙解剖学と技能力
間に0，64のかなりの相関が，技術力試験の全体観
評点に0．29の低い相関が，口腔衛生・歯口清掃講
義と技能力，CPI間に0．23，0．30の低い相関が
認められた．歯科技工士科は英語と技術力試験の
全体観評点，技能力間に0．27，0．33の低い相関が，
CPI間に0．50のかなりの相関が，歯牙解剖と技
術力の実測値点，技能力間に0．22，0．47の低い或
いはかなりの相関が認められた．有床義歯・歯冠
修復技工学と技術力試験の実測値間に0．47のかな
75
りの相関が，全体観評点，技能力，CPI間に0．
20，0．35，0．30の低い相関が認められた．
　⑧　実習評価点と技術力，技能力試験，CPI
間において，歯科衛生士科は技能力にO．32の低い
相関が認められた．歯科技工士科は技術力試験の
実測値，全体観評点に0．40，0．56のかなりの相関
が，技能力，CPI間に0．30，0．27の低い相関が
認められた．
　⑨　歯科技工士科の実習抽出科目の有床義歯・
歯冠修復技工学実習において，技術力試験の実測
値，，全体観評点にO．46，0．63のかなりの相関が，
技能力，CPIに0．32，0．35の低い相関が認めら
れた．
　以上の結果をまとめると，今回の試みにおいて
は技術力，技能力と人格間には関連性がないこと
が認められる．専門教育における学力と技能力，
人格間には関連性があり，歯科衛生士科の実習は
技能力と，歯科技工士科の実習は技術力，技能力，
人格と関連性のあることを知ることができる．今
後，これらの事柄をより詳細に検討し，より多く
の資料をもとに分析したいと考えている．
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